
平成21年度水道技術管理者資格取得講習会

本講習会は､ 水道法施行規則第14条第３号の規定に基づき､ 厚生労働大臣の指定機関とし

て､ 水道技術管理者の資格を取得しようとする方を対象に学科講習及び実務研修を実施して

いる｡ 学科講習は､ 毎年度､ 東京､ 大阪､ 福岡で行っている｡ 本年度の学科講習東京会場は､

10月に本会川口研修所及び会議室､ 大阪会場は10月に関西大学天六学舎､ 福岡会場は11月に

福岡市水道技術研修所において開催した｡

１. 実施期間：日本水道協会会議室 ９月29日～10月20日

川口研修所 10月６日～10月27日

関西大学天六学舎 10月15日～11月５日

福岡市水道技術研修所 11月17日～12月８日

２. 参 加 者：367名

３. 学科講習科目：水道行政､ 水道経営､ 水質概論､ 公衆衛生・衛生管理､ 水道計画､ 水

道水理学・構造力学､ 土木材料及び施工法・水道資材､ 水源・取水施

設・貯水施設､ 導・送・配水施設､ 浄水施設､ 機械・電気設備､ 計装

設備､ 給水装置､ 水源・原水及び浄水処理の水質管理､ 送配水・給水

の水質管理 (水質異常時の対応含む)､ 微生物・生物概論､ 浄水場見

学､ 工場見学

平成21年度水道技術者研修会 (Aコース：11月10日～11月20日)

正会員及び賛助会員の技術職員 (水道歴概ね３年未満) の方々46名の参加を得て､ ｢水道

技術の現状と課題｣ ｢水道計画｣ ｢水道基礎工学｣ ｢取水・貯水施設｣ ｢導・送・配水施設｣

｢浄水施設｣ ｢漏水防止実習｣ ｢機械設備｣ ｢電気設備｣ ｢計装設備｣ ｢水質管理 (Ⅰ) 概論｣

｢水質管理 (Ⅱ) 実務｣ ｢給水装置｣ について研修を実施した

平成21年度浄水等設備技術実務研修会 (第４回：11月17日～11月20日 第５回：12月１日～

12月４日)

浄水場・給水所等の運転管理に携わる技術系職員の方々15名の参加を得て､ 東京都水道局

研修・開発センターの訓練用設備を利用して､ 実際にポンプの分解組立等､ 機器類の運転・

操作及び浄水処理について実習するとともに設備機器の保守・管理の実務について､ 研修を

実施した｡



第144回水道技術管理者協議会 (11月19日・20日 於：水戸市)

水戸市水道事業の概要について説明を受けた後に､ ｢新 JIS 水道メータへの対応に関する

検討会｣ の設置､ 集中豪雨による山口市水道局朝田浄水場の浸水被害､ 駿河湾を震源とする

地震の影響､ プロジェクト推進室の開設などについての報告を行い､ それぞれ意見交換を

行った｡

第２日目は､ 水戸市水道部楮川浄水場において視察を行った｡

第164回工務常設調査委員会 (11月24日)

はじめに､ 委員長及び副委員長の選出を

行い､ 委員長に高橋横浜市水道局担当理事､

副委員長に吉田東京都水道局浄水部長が就任

した｡

審議事項については､ 水道配水用ポリエチ

レン管 (JWWA K 144) 及び水道配水用ポリ

エチレン管継手 (JWWA K 145) の規格改正､

配水管講習会に関わる運営委員会の検討事項

について決定した｡

また､ ｢新 JIS 水道メータへの対応に関する検討会｣ の設置､ 集中豪雨による山口市水道

局朝田浄水場の浸水被害､ 駿河湾を震源とする地震の影響､ プロジェクト推進室の開設など

について報告を行い｡ それぞれ意見交換を行った｡

第４回 ISO/TC224上水道国内対策委員会 (11月26日)

前回委員会及び第４回連絡調整委員会の議

事録を確認し､ 議事に入った｡

WG６ (アッセットマネージメント) のメ

ンバーから､ 10月に東京で開催された AHG

２ (作業部会) 会議の内容について報告され

た｡ またWG７ (危機管理) メンバーから､

同じく10月に日本で開催された第４回WG７

東京会議の内容について報告された｡

WG６及びWG７会議は､ 適用範囲等の質疑が行われ､ 新しいガイドラインは､ 柔軟に対

応できる内容になるよう､ 今後､ 更に検討を深めて行くよう意見が出された｡

WG５ (ISO24500シリーズの実行) は､ ISO24510シリーズの規格発行後における､ 日本で

の今までの活用状況等をWG５事務局 (アルゼンチン) に報告するために､ この活用状況

(案) について審議し､ 一部修正のうえ回答することとした｡



第43回国際委員会 (11月26日)

国際交流基金研修､ WOPs に関する活動､ 第６回日米台地震対策ワークショップ､ 第３回

IWA-ASPIRE 会議 (台湾)､ ISO/TC224ワーキンググループ７ 東京会議､ IWA Young Water

Professional (YWP)､ IWA プロジェクト・イノベーション・アワード､ 平成21年度水道セ

ミナー (仮称) 開催等国際展開推進業務､ 第７回 IWA世界会議､ 第４回 IWA-ASPIRE 会議

(東京) について報告を行い､ 了承された｡

続いて､ WOPs・YWP 等最新の情報を踏まえ日本水道協会の国際活動について審議を行

い､ 国際交流基金研修参加者の国内移動費の措置や､ インターネットの利用による情報発信

を当面の課題として取り組むとともに､ 長期的な取組については引き続き審議することを決

定した｡

第24回水道施設に関する規格専門委員会 (11月26日､ 27日)

水道用ダクタイル鋳鉄管・異形管 (JWWA G 113・114) の規格改正について､ 第２回目

の委員会を開催した｡ 継手性能の規定化とそれに伴う寸法記載の見直し､ NS 形の呼び径

300～450の追加と SⅡ形の呼び径75～250の削除などの内容について審議した｡

第63回中小規模水道問題協議会 (11月27日)

35都市が参加し､ ｢地域水道ビジョンの策定｣､ ｢水道加入負担金｣､ ｢職員の配置､ 担当人数｣､

｢退職給与引当金｣､ ｢企業会計システム､ 料金システム｣ についてそれぞれ情報交換を行っ

た｡ その後､ 事務局から ｢地方公営企業会計制度等の見直しの概要｣ について報告を行った｡

第40回水道GLP認定委員会 (11月30日)

静岡市上下水道局 (申請番号：JWWA-GLP055)､ 池田市上下水道部 (申請番号：JWWA-

GLP056) の水道 GLP 認定について審議を行い､ 審議の結果､ 水道 GLP 認定を決定した｡

第134回水道事業管理者協議会 (12月１日)

情報交換事項として､ �債権管理に関する

条例化と債権処理のルール化について､ �有

収率向上の施策､ 対策について､ �地下水利

用専用水道等に係る水道料金の考え方につい

て､ �水道水源開発等施設整備費 (老朽管更

新事業) の要件緩和及び継続について､ それ

ぞれ意見交換が行われた｡

引き続き､ 事務局より報告事項として地方

公営企業会計制度等の見直しの概要について報告を行った｡



第264回理事会 (12月２日)

御園専務理事が議長となり､ 報告事項１

｢国際会議の動向等について｣､ 報告事項２

｢第６回日米台地震ワークショップについて｣､

それぞれ事務局から報告された｡

続いて議案の審議に入り､ 第１号議案 ｢常

任理事の互選について｣､ 第２号議案 ｢日本

水道協会第78回総会会員提出問題等の処理に

ついて｣､ 第３号議案 ｢水道施設設計指針改

訂特別委員会について｣ がそれぞれ上程され､ 審議の結果､ 原案のとおり決定した｡

会議終了後､ 第２号議案の議決に基づき､ 出席理事により関係各省､ 主要国会議員に対し

陳情を行った｡

第２回生命
い の ち

の水道・ニッポン運営委員会 (12月２日)

議題① ｢副委員長の互選｣ を上程し､ 副委

員長には東京都公営企業管理者の尾�委員が

選出された｡ 次に議題② ｢検討部会の設置に

ついて｣ 了承され､ 部会長に滝沢東京大学大

学院教授を､ 検討部会委員は ｢水道の安全保

障に関する検討会｣ の検討部会委員であった

東京都､ 横浜市､ 名古屋市､ 大阪市から委員

を選出することが了承された｡ また､ 議題③

｢｢生命の水道・ニッポン｣ の活動方針について｣ は､ 事務局から広域化及び公民連携推進に

関する検討項目とロードマップについて説明し､ 活発な議論の後､ 活動方針が了承された｡

第637回抄録委員会 (12月７日)

㈱クボタ京葉工場のダクタイル鋳鉄管製造過程などを視察し､ その後､ 同工場会議室にて

本誌平成22年３月号に掲載する外国の抄録内容について審議した｡

第882回会誌編集委員会 (12月８日)

本誌１月号､ ２月号の編集方針､ 投稿原稿の審査､ 新規原稿の取扱い並びに水道協会雑誌

の編集企画について審議した｡



水道GLP認定証授与式 (12月９日)

水道 GLP 認定委員会で認定が決定した平

成理研株式会社環境科学センターの認定証授

与式を日本水道協会専務理事室において行っ

た｡

平成22年度水道関係政府予算対策室の設置 (12月16日)

日本水道協会では､ 12月16日に平成22年度

水道関係政府予算対策室を設置した｡



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles false
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 0
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings false
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
    /FutoGoB101-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /FutoMinA101-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /GothicBBB-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /Jun101-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /Jun34-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /Jun501-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /MidashiGo-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /MidashiMin-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /MtGothic-Medium-It
    /Ryumin-Bold-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /Ryumin-Heavy-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /Ryumin-Light-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /Ryumin-Regular-Bibl-83pv-RKSJ-H
    /Ryumin-Ultra-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /ShinGo-Bold-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /ShinGo-Light-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /ShinGo-Medium-Biblo-83pv-RKSJ-H
    /ShinGo-Regular-Bibl-83pv-RKSJ-H
    /ShinGo-Ultra-Biblos-83pv-RKSJ-H
    /ShinseiKai-Biblos-83pv-RKSJ-H
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 600
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /None
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [816.537 1119.844]
>> setpagedevice


